木曽広域連合訪問介護における院内介助の取扱い要領
（趣旨）

第１条　訪問介護におけるサービスの算定は、要介護者（要介護認定を受けた者であり、要支援者を除く）の通院等の介助（以下、通院介助という）については「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス、居宅療養管理指導及び福祉用具貸与に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」（平成12年3月1日老企第36号）（以下「基準の留意事項について」という）により示されたとおりであるが、医療機関等の内部における移動等の介助（以下、「院内介助」という）については「院内の付添いなど居宅以外において行われる訪問介護については、居宅において行われる目的地（病院等）に行くための準備を含む一連のサービス行為とみなしうる場合に限り認められる」（介護報酬に係るQ&Aについて（平成15年５月30日事務連絡））とあることや、「院内の移動等の介助は、基本的には院内スタッフにより対応されるべきものであるが、場合により算定対象になる」（「通院等のための乗車又は降車の介助が中心である場合」及び「身体介助が中心である場合」の適用関係等について（平成15年5月8日老振発第0508001号、老老発第0508001号））とあることから、限定的に認められるものである。この要領では、介護支援専門員が居宅サービス計画に訪問介護における院内介助を位置づける際の取扱いを定めるものとする。
（必要性の判断）

第２条　介護支援専門員は、定期的な受診を必要とする利用者の居宅サービス計画を作成するにあたっては、その心身の状況等から院内介助の必要性を判断する。また必要である場合はそれを家族等の介助者や身近な社会資源によって賄うことができるかを確認し、不足がある場合は対象となる医療機関等にスタッフによる院内介助の可否を確認するものとする。
３　前項において、医療機関等のスタッフによる院内介助が困難であると判断した場合に限り、介護支援専門員は例外的に訪問介護における院内介助を対象者の居宅サービス計画に位置付けることができる。この際、介護支援専門員は主治医の意見を踏まえ、サービス担当者会議等でその必要性について十分に協議を行うものとする。
（訪問介護における院内介助の算定）

第３条　院内介助は通院介助の一部としてのみ認められ、院内介助のみを単独で訪問介護の算定対象とすることはできない。
２　公共交通機関や介護タクシー、移送サービス等を活用して通院する利用者を介助する場合は、通院介助及び院内介助は訪問介護費の算定区分における「身体介護が中心である場合」（以下、身体介護中心型という）によって算定する。
３　訪問介護員が事業所の車に利用者を乗せ、自ら運転を行う場合は、通院介助及び院内介助は訪問介護費の算定区分における「通院等のための乗車又は降車の介助が中心である場合」（以下、通院等乗降介助という）により算定するが、前後の介助内容によっては身体介護中心型を算定することもできる。
（訪問介護における院内介助の申請）

第４条　交通手段の如何を問わず、利用者が訪問介護における院内介助を必要としていると判断した場合には、介護支援専門員は『訪問介護における院内介助の実施確認申請書（別紙第１号様式）』にサービス担当者会議の記録を添付して地域包括支援センターへ提出するものとする。地域包括支援センターは内容を確認後、受付印を押印し、正本を地域包括支援センターに保管し、その写しを木曽広域連合に提出するものとする。
（申請の許可）
第５条　木曽広域連合が第５条において提出された申請を認める場合には、申請書を提出した居宅介護支援事業所に認定通知書を送付するものとする。
２　前項の認定に有効期間は設けないが、当該利用者の通院する医療機関、介助内容、移動手段等に変更があった場合には、介護支援専門員は変更後の内容について申請書を提出するものとする。
（訪問介護員が利用者を乗せて運転を行うことの届出）
第６条　第２条第３項に該当する算定を行う場合、訪問介護事業所は運営規定に訪問介護の内容として通院等乗降介助があることを明示し、またそのことについて「介護給付費算定に係る体制等に関する届出」を指定権者（長野県）に提出する。この届出がない場合、たとえ身体介護中心型であったとしても当該算定を行うことはできない。

２　前項における届出を出す際には、道路運送法上の許可又は登録を受けた上で、必要な書類を添付するものとする。
附　則

この要領は、平成22年７月１日から施行する。

附　則

この要領は、平成23年５月１日から施行する。

附　則

この要領は、令和３年４月１日から施行する。

[image: image1.jpg](RISEERT S5

SBENECHT SFRANBO KRR B S

AELHESE B
RO EBY I 58I CL B IR A BID L BME R ZLIZO T, S BBOLLET
[EpEEE] BHEABR wH % A B
AEXEBFIE FERFH
T
FEFFERT
[EREEPE]
WREEES
RS RD i3] B %
*%A8 G- AE-BBf & A B
ENEE 2ED AR PR - wH0 & B B~FM- %0 F A B
T
T

D RIAED LHD RIRD SRR A0 LB IE

DO RESD 537 A& P2 BRI L2 BAER;

O EFERIZI SRR A B DL THE TAREEOOEELS- TV B,

OFEECBRFERIA. SHVIAPNTLCFERMIIOLTY —E2184E
ZRTHIISN TS,

DI RIFAT 2 hRIAEF RO 18O L. SHRINEBO BRTAD FE T2,

 LTO S8R TS,

EITBIEAN IO F L MERIEL . —E 2 BLE RO T

N EEICE I RIEMABD BTSN BEY —L A FES (F2R)

R TRIEAS)






